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さ
お お さ

東芝エレベータ の 情報 情報 ンター ー ージ さ

東芝のエレベーター エス レーター のお

エレベータ
品 大井 1 2 1

 1 36 3（東芝 ビル）
東  2 1 1

 4 2 3（   ビル）
さいたま 大  1 7 5（ ニックシティビル）

中  3 1 1（ 日報メディアシップ）
長 大  2135（大 ート ンビル）

中 本  15 1（ 中 ビル）
みなとみらい 4 4 2（ ルーアベニュー）

屋 中  4 1 （ 屋 井ビルディング ）
 2 1 1（ ビル）

 16 1（ ィサージュ）
大  1 1 43（あ の ル ス）

東 る東  43 2（日本生命 サ ビル）
中 加  4 2 1（ ビル）

高 日  2 2 22（高 ビル）
中 大  2 7 10（ 井ビルディング）

福 中 長  2 4 1（東芝福 ビル）

長

部

140 0014
190 0012
003 0004
9 3 0 52
330 9531
950 00
3 0 0921
260 0014
220 0012
450 0002
422 062
920 0 56
545 6030
600 216
650 0001
760 0065
730 0051

10 0072

03 571 0363
042 540 56
011 37 1051
022 29 10 4
04 645 9100
025 241 4425
026 22 5455
043 225 711
045 307 1071
052 564 1055
054 2 4 49 1
076 222 9116
06 6622 3350
075 371 196
07 332 3040
0 7 11 0202
0 2 504 1061
092 762 7057

その 、全国の情報センター・ 業所・サービスステーシ ンが
のエレベーター・エス レーターの 適な運転を クア プします
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すべては、お客さまのために
界にひと のエレベーターをお くりします

大 を する大 客 のように

適な 動空間を提供する

東芝エレベータのオー ー エレベーターです。

エル ルー

ELCRUISE

建物の 性にあ せて
な や ー をラインアップしています。
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Gsの全1 の のうち、事業活動を通じて 進可能な11項 を 出して取り んでいます。

事業活動を通じての取り みの一
　 省エネル ーかつ省 源、そして有 物 を削減した、 能の高い昇降機のご提供。
　 昇降機リニューアルによる、 能の高い最新機 ・最新機器のご提供。
　 省エネル ーかつ 能の高いビルファシリティー リューシ ンのご提供。

東芝グループの事業活動を通じて、社 の発 に していくという変わら は、持続可能な
社 の実 を 指す Gsの方向 に合 しています。東芝エレベータとしても、事業活動を通じて
より一 Gsの 成に すべく、 の低減と安全・安心・ 適の を進めます。

Gsへの取り み 機 ラインア プ      

I にはマシンル ームレスエレベ ータ を 用した 速 度 1 5 i nまでの「 中 低 速 エレベ ーター」と
速 度 1 2 i n の「高 速エレベ ーター」シリーズがあります。

中低速エレベーター

ELCR Eの

中低速エレベーター構 図（イメージ図） 高速エレベーター構 図（イメージ図）

高速エレベーター

速度（ in）
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24
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45
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11515 56 13513 1 5 1 216 1

機 ありタイプ

機 なしタイプ
（マシンルームレスエレベーター）

積 （ ）

省エネル ー

制御装置による 機電 の削減やシステムの効 化、  の 用や 生電力機能（一部有 ）との み合わせに
より 電力を削減します。

消 電力

有 物 の削減

ロープ 定方法をクサビ ロープ 定装置に変 。ロープ端 理に使用していた を 止し の使用量を
削減しました。

の 用

省 源
制御装置バッテリの タイ ングの最適化

テリを集約しつつ 量監視を行うことで、予測寿命を まえた適切なタイ ングでの交換を可能としています。

かご、 合おもりにローラー イドを 用したことにより、 イドシューで必要だった イドレール用 オイルを 止
し、メンテナンス 用の削減に効果があります。

レール用 オイルを 止

料を減らすため、 用できるメ シュコンテナの 用や 時の をスリム化し、 料の削減を進めて
います。

料のリサイクル化と
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● 常用の設置条 に関しては P 3 をご ください。

27 2C

参考 法

動 いすと自 は の 法としています。（ 社調 ）
いす 用エレベーター 様に いては 33をご ください。
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3 6
間接 （ ） ウンライト

3
（ ）

●かごサイズにより や ウンライトの 数が変わる場合があります。

3 5
ウンライト

常 用 対 応

T
大形

基 本 常 用 対 応 2
成形品グロー （ ）

常 用 対 応

天井

3
ウンライト

G 5
特 コーティング ラスクロス （ ）

常 用 対 応 G 5 3
特 コーティング ラスクロス （ ）

5 5
間接 （ ） ウンライト

常 用 対 応 5 6
間接 （ ） ウンライト

常 用 対 応

間接 （ ） ウンライト
3

間接 （ ） ウンライト

・間接 部はアー 形状です。 ・間接 部は二 です。

・間接 部の内 と に 地がついています。 ・間接 部に がついています。
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 フ ースプレート
 ステンレス アライン

 インジケータ
 インジケータ

 タン
 クリ クタ タン

 フ ースプレート
 一部

 インジケータ
デジタルインジケータ
 タン

 タン

基 本

かご 作

フル イト リターン ネル一体

構
イメージ

み みタイプ

 フ ースプレート
 ステンレス イ レーシ ン

 インジケータ
 インジケータ

 タン
 クリ クタ タン 　　　　　　　　　　　

 フ ースプレート
 ステンレス イ レーシ ン

 インジケータ
 インジケータ

 タン
 クリ クタ タン

上乗せタイプ

構
イメージ

フ ースプレート
 ステンレス アライン

インジケータ
 インジケータ

タン
クリ クタ タン

出 分 タイプ

構
イメージ

●通常時は 閉せ 、メンテナンス時のみ 閉します。
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デジタルインジ ータ ラーバリエーシ ン インジ ータ

●デジタルインジケータの と、 タン点 は になります。

アン ー イト ルー



5 P

5

いす 用かご 作 すり

5 1

 フ ースプレート ステンレス イ レーシ ン
 インジケータ デジタルインジケータ
 タン クリ クタ タン

フ ースプレート 装
 インジケータ デジタルインジケータ
 タン タン

2 2ステンレス

3

1 ステンレス

3

1

3 6 15

アル ニウム 1F 合

 フ ースプレート ステンレス アライン
 インジケータ デジタルインジケータ
 タン クリ クタ タン

（ 3 ）ステンレス （ 3 ）
アライン げ（ 1 ） イ レーシ ン げ（11 ） ラウン（ ） ーク ラウン（ ） ラ ク（ ）

ラ ット すり

ラウン ーク ラウン ラ ク

ラウン（ ） ーク ラウン（ ） ラ ク（ ）

ラ ット すり

・ ラ ット すり 製 ラーバリエーシ ン

ラウン（ ） ーク ラウン（ ） ラ ク（ ）

平 すり ウエスト ッ

を けて と みや
手すりとして使用できます。

ラウン（ 2 ）
（ 3 ）

アライン げ（ 2 ） 
ステンレス （ 3 ）

ニバーサル すり

アライン げ（ 2 ） 
ステンレス （ 3 ）

ラウン（ 2 ）
（ 3 ）

ステンレス （ 3 ）
アライン げ（ 1 ） イ レーシ ン げ（11 ）

（ 3 ）
ラウン（ ） ーク ラウン（ ） ラ ク（ ）
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デジタルインジ ータ ラーバリエーシ ン

イトアン ー ルー

●デジタルインジケータの と、 タン点 は になります。



基 本

● タン点 とデジタルインジケータの は、 になります。
● のフ ースプレートはステンレス （のりばの場合は、ステンレス ）になります。

大 クリックタッチ タンタン 成形品 成形品

タンには、 に対する抑制効果がある を り込んだ を使用しました。
工されていない 品とくらべ、細 の 合が1 分の１ となる 効果があります。
にでもわかりやすいように「ドア 閉 タン」に らがな を しました。

さらに見分けやすくするために「 常呼び タン」には 、「ドア タン」には の タン
を 用しました。

36  （ 大）

36  （ 大）

23

6  （ 大）35

点 （アン ー）

アン ー

点 ラー リエーシ ン
46 36  （ 大） 36  （ 大）

点
（アン ー）

イト ルー
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4

3

2

1

11

6

5

アン ー イト ルー

点

アン ー イト ルー

点

35  （ 大） 35  （ 大）

35  （ 大）

アン ー イト ルー

● タン点 とデジタルインジケータの は、 になります。
● のフ ースプレートはステンレス （のりばの場合は、ステンレス ）になります。

ステンレス製クリックタッチ タン（かご内 タン） 成形品  （ タント プ ステンレス ）

クリックタッチ タン（かご内 タン） 成形品

タン
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35  （ 大） 35  （ 大）

35  （ 大）

クリックタッチ タン（のりば タン） 成形品

● タン点 とデジタルインジケータの は、 になります。
● のフ ースプレートはステンレス （のりばの場合は、ステンレス ）になります。

ステンレス製クリックタッチ タン（のりば タン） 成形品  （ タント プ ステンレス ）

4

3

2

1

11

6

5

アン ー イト ルー

点

アン ー イト ルー

点

アン ー イト ルー
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かご内の ト タンを すことで、 トが している
ことを のりばインジケータに 、 の 用者にお
知らせします。

ット

かご内の ット タンを す

タンを す

のりばインジ ータに
「 ット」の が 示さ る

のりばインジ ータの「 ット」の 示が消える

に

き 長 タン
タンを すことでドアを一定時間 けたままに

できます。 物の出し入れの に です。

多 な タンオプシ ン

発 タン
タンを すと、「ピ 」と が り、 されたこと

を電 でお知らせします。

● 接 タンご 用についての 細は、弊社までお問い合わせください。
● 接 タンは必 「かご 」と「のりば 」のセ トでの 用となります。
●発 タンを しています。
●使用 により 接 タンのセンサーが感知しない場合があります。
● タン点 とデジタルインジケータの は、 になります。
● のフ ースプレートはステンレス （のりばの場合は、ステンレス ）になります。

タン内に 接 センサーを み込んだ一体形の タンです。直接 タンに れ に が可能です。

タンに指を づけると「ピ 」と が り
が完了します。

のりば 作
かご 法

指を づけると

備検 機能
タンに指を づけると、 タンが
く点 し、 したい行先 の確認

が行えます。

検 対策機能
する指 の指や手で 数の

タンが呼び されないように過検
知対策機能を装備しています。 数の

タンを検知した場合、一 高い 置
の タンが 先されます。

したい に指を づけると タンが く点 します。（予備
検知機能）続いて指を すと るく点 し「ピ 」と が り
が完了します。

かご 作

一 高い 置の
タンが 先されます。

検 タン

過検知した場合

法

指を づけると予備検知 指を すと

5 1

タン（ ンサー ） 成形品

35  （ 大）35  （ 大）

点 （アン ー） 点 （アン ー）

常 タン応
常呼び タンを すと点 し、応 があると タ

ンが点 し、インター ンが使用できることを視
でお知らせします。

行先 タンや 閉 タン、呼び タン等に 接して
点 を行います。

プレート ピン

常 タン ー
常呼び タンの 防止のため、 タン枠に一体

形の ードを取り けます。

の方に降りることをアナウンスで知らせるだけで
なく、 時でも て に降りられるよう 長
をします。

降 お らせ タン

タン
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三方枠

のりばのりばバリエーシ ン

のりば

三方枠 大枠ステンレス アライン
ドア・  装
のりば タン ステンレス アライン （ タイプ）

タン
のりばインジケータ デジタルインジケータ

いす 用エレベーター 　　　　　　

三方枠 大枠 ラーステンレス アライン
ドア・  ラーステンレス アライン
のりば タン ラーステンレス アライン （ タイプ）

クリ クタ タン
ールランタン ラーステンレス アライン
いす 用エレベーター （ 機）

のりばインジケータ タン のりばインジケータールランタン

のりば タン のりば タン

のりばインジケータ

のりば タン

基 本 大 （ ） 大 （全傾 ）

大 付 大 （のりば タン タイプ） フラットバー（ 地タイプ）

新設・施工事
Pで
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のりば

タイプ 平 タイプ

タイプ 平 タイプ

4

4 FF

フ ースプレート
 ステンレス アライン

タン
 タン

フ ースプレート
 ステンレス アライン

タン
 クリ クタ タン

フ ースプレート
 ステンレス アライン

タン
 タン

フ ースプレート　ステンレス アライン
タン　 タン クリ クタ タン

4

のりばインジ ータ・ タン

F1

F

のりば タン

4 4

4

のりばインジ ータ

タイプ

上部設置

1 113 1 1 11

F1F1

ールランタン
フ ースプレートタイプ

正方形 長方形 形正方形

FM11F 1

F 3 F 5

枠 部取 枠中 取

基 本

インジ ータデジタルインジ ータ ラーバリエーシ ン

アン ー イト ルー
基 本

●デジタルインジケータの と、 タン点 は になります。

デジタルインジ ータ ラーバリエーシ ン

● タイプは「クリ クタ タン」や「 インジケータ」も
　お びいただけます。

M アン ー イトM M ルー

●デジタルインジケータの と、 タン点 は になります。

仕
様
詳
細
／
据
付
図
・
寸
法
表

そ
の
他

コ
ン
セ
プ
ト・
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

デ
ザ
イ
ン
・
意
匠

非
常
用
・
展
望
用
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

25 26



フルハイト  ステンレス アライン
インジケータ インジケータ

タン タン

2 き（2 ）　  
三方枠 大枠ステンレス アライン
ドア 装
のりばインジケータ・ タン

ステンレス アライン （ タイプ）
 デジタルインジケータ
 タン　　　　　　

2 中 き（ O）  
三方枠 大枠ステンレス アライン
ドア 装
のりばインジケータ・ タン

　　ステンレス アライン （ タイプ）
　　デジタルインジケータ
　　 タン

常呼び し タン　
路 （除 工事）

三方枠 大枠ステンレス アライン
ドア ステンレス アライン
のりばインジケータ・ タン

ステンレス アライン （ タイプ）
デジタルインジケータ

タン
常呼び し タン　

路 （除 工事）

のりば（ ）

G 5 1 5 5 5 6

T 11 3 51 2

 T 11
ドア・  ステンレス アライン

 ステンレス アライン
 ムタイル　 

 G 5 1
ドア・  装

 装
 ムタイル　 

常用対応天井

フルハイト  ステンレス アライン
インジケータ インジケータ

タン タン

常 用 対 応

人 5

人 5

基 本

●かごサイズにより や ウンライトの 数が変わる場合があります。

常用エレベーター

かご
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フ ースプレート
 ステンレス アライン

インジケータ
 ド トデジタルインジケータ

フ ースプレート
 ステンレス アライン

天井 用 料の制限に いて

天井 出 に いて
常 用 エレベ ーター のかご には、幅 4 で
積 2 の 出口の 設 置 が 義 務 けられてい

ます。 出 口 の に 、 な ど が く場 合 に
は 、 が に 向かって いた状態でかご か
ら1 の空間を確保しなければなりません。

に 料（アクリル など）を使 用す
る場 合 の 料 の 積 は 、 全 体 の 積
の1 5 とする必 要 があります。

料 部 分

かご 作 乗降ロビーの 常 し タン（ ）

  フ ースプレート
 ステンレス ア
 ライン

  インジケータ 
 インジケータ

  タン
 タン

常用エレベーターの一 ・
二 防運転スイ は、一
社 法人日本エレベーター
が定めた全メー ー 一 ー
スイ になっています。

設置

法

一 防
運転スイ

二 防
運転スイ

F F

常用エレベーターは高発 器と 防2 を運 こと
ができる最 法 であり、かごの間口、 行、高さ、出入口

法および積 とも、すべて の 法 でなければな
りません。また、かごおよびのりばドアは、不 料を使用して
ください。

1 常用エレベーターの

● 常用エレベーターには予備電源が必要です。なお、予備電
源は 常電源の停電と 時に切り替わるものにしてくださ
い。機 にも予備電源が必要になります。

●発電機による交 予備電源が必要です。すべての 常用エレ
ベーターが 時に全 昇するときに必要とする電力を、
6 分間 続して供給できる 量が必要です。なお、発電機に
は制動 を取り けてください。

● 防 活動 、かご内と中 管理 とを する専用電
装置を設置してください。（ とする）

● 常用エレベーターの機 の については、 常用エレ
ベーターが による停電時においても機能すべきものであ
る関 、 常用の 装置を設置してください。

　なお、この 常用の 装置は一時間 点 可能なもの
を とします。

● 常用エレベーターの機 （ 常用マシンルームレスエレ
ベーターの場合は昇降路）の換気については、 による ・

が機 に 入し機器 に をあたえるおそれが え
られることから、 常用運転の安全運行確保に 分な機
換気設備を設置してください。また、この換気設備は予備電
源を有するものにしてください。

5 予備電源、電 装置

常用エレベーターは、有事の の 防活動を支える 一の交通機関です。設置にあたっては、法的な条 だけで
なく、できるだけ安全を高めるような が必要です。

積

定

かごの内法 法

有効出入口

定 速度

115

1

間口 1 　 行 15 　高さ 23

幅 1 　高さ 21

防 の 込 から最 まで1分 内で できる速度
（ただし6 in ）

●高さ31 を える建築物。ただし31 を える部分が の場
合は設置不要です。
1 機 など人がいない用 の場合
2 積の合計が5 の場合
3 数が4 で 積の合計が1 内ごとに防

されている場合
4 主要構 部が不 料で られ、 発生のおそれが ない

場合

2 常用エレベーターの設置を要する建築物ならびに
所要 数

● への出口までの 行 が3 内の所に設置してくださ
い。

●2 設置する場合は、2方向 の を たす有効な
間隔を保って 置してください。

●昇降路・機 は、2 内ごとに 構 の および で
囲ってください。

●昇降路・機 は、 構 の 、 、 に囲まれ、機
の出入口には特定防 設備を設置してください。

●昇降路・機 は、 常用エレベーター専用とし、一 用エ
レベーターの機 を 接設置する場合は、それ れの機

の間に 構 の 、もしくは特定防 設備で してく
ださい。

3 常用エレベーターの設置場所および の部分との

設置 数
数

1

2

3

4

高さ31 を える部分の 積が最大の の 積

15

15 を え45

45 を え 5

5 を え1 5

さらに3 内を すごとに1 つ

● （ を除く）において 内と させてください。
● 条 に する場合、 降ロビーは設置不要です。

に する において、その直 も に する
場合

、昇降機機 、その 建築設備の機 として
使用する
主要構 部が不 料で られている建物、またこれと

等 に のおそれが ない建物にて、機
工場・不 の物品の保管 として使用するような

の 積の合計が5 の
およびその直 ・直

主要構 部が不 料で られている建物の地 で
を設けておら 、その 1 の 常用エレベーターの

降ロビーが設けられている場合
● 積は、1 り1 必要であり、形状はなるべく正方

形に いものが ましく、最短 でも25 必要で
す。

● 構 の および で囲み、 の 地 げも不
料にしてください。

● ルコニー、 気に向って くことができる窓、または 設備
を設け、出入口には特定防 設備（自動閉 、幅 5 ・
高さ1 、 からの高さ15 ）を設置してく
ださい。

●予備電源をもった 設備を設置してください。また 内
、 結 管の 口、 常用コンセント設備などの

設備を設置するようにしてください。
● 常用エレベーターの用 、積 、最大定 の 、

路、注 事項の を取り け、 常運転 を設置してくだ
さい。（ は不 とすること）

● （直 直 を含 ）には、かごを呼び す装置を設
置してください。

● 常用エレベーターの出入口部分は、できるだけ の
入に備えて をとるようにしてください。また 常用エ

レベーターのピ トにも、できるだけ 設備を設けるように
してください。

4 常用エレベーターの 降ロビー
● の部分からできるだけ させるようにしてください。
●一 エレベーターの 降ロビーと 用する場合、 常時に

は特定防 設備で してください。（一 エレベーターと
降ロビーを 用する場合は、特定行政庁にご確認くだ

さい。）

1 上

常事態発生

（必要に応じて）

常運転 点

の で 直 接
かご内の一 防
運 転スイ O

降ロビー 常
呼び し タンO

中 管理 常
呼び しスイ O

かごは直ちに に り、 を いて
機します。この状態では、すべての呼

びは できません。

かご内で二 防運転スイ O
（ただし手をはなせば、 ースイ は元に ります。）

行先 タンを して が閉じても、
出発しない等の状態が発生した場合

かご内で一 防運転スイ O

的 の行先 タンを し続け、 を閉めます。
閉完了 出発、定 速度で 行します。

かご呼びは、出発 数 できますが、最 の への停止（ 常停
止を含 ）によって はすべて ンセルされます。

的 に すると、そのまま 機します。（自動で は きません）
を くときは、 タンを してください。

注 電装置、セーフティシュー、はかり装置等は 動しません。

二 防運転に切り替わります。（ただし、一 防運転スイ O 時のみ）

二 防運転スイ と行先 タンを 時に約3 間 し続けると
（この間 ーが り、 び 閉め動 が行われます。）故障で が

閉まらなくても自動的に出発し、 行 ーは り止みます。
（二 防運転スイ び行先 タンは、その時点で手をはなして

も良い。）この場合の 行速度は、6 inの範囲とします。

一 防運転に切り替わります。 常運転 が点 していない場合は、点 します。

常用エレベーター
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、 の 窓の 置をアレンジできます。
細は弊社までお問い合わせください。

窓 置バリエーシ ン

5 人
 G 5 1

ドア・  ステンレス アライン
 ステンレス アライン

 ビ タイル　 
フルハイト

　　　（ ラー ） ステンレス アライン
インジケータ インジケータ

タン クリ クタ タン
いす 用エレベーター  

かご外装イメージ

かごの 清掃のため、最 の昇降路 とかごとの 間は 5 とするか、最 の昇降路 とかごとの
間を 5 とし、 の内 に 状の点検 を設置してください。（ 12 建設省告 第 1413 第１第二 の

第１第二 イ　設計 の 事項 1 1 ）

建物内 き けに した部分や に した部分にエレベーターを設置する場合、昇降路 の人 は物が昇路内に転
することや昇降路内の機器に れることを防止するため、 の 先と昇降路は で 15 してくだ

さい。（図１）　また、 き け部の 先と昇降路の び に設置する場合の昇降路と昇降路 囲の地 と
の が 15 の場合、 の 1、 2 を設けてください。（ 12 建設省告 第 1413 第１第二 イ）

昇降路や機 の に使用する ラスは昇降路内に などが入らないよう設置してください。
昇降路や機 の ラス は、できるだけ ・ からの直 日 を ける 置にてご検 ください。 置が

けられない場合は、昇降路の 度 昇を防ぐため、昇降路内に換気設備の設置を します。
昇降路、機 の に ラスを使用する場合には、昇降路 度 昇の防止および防 に効果が高い 収 ラス
を します。また使用する ラスについては「 ラスを用いた 口部の安全設計指針（（一 ）日本建築防 発行）」
を してください。
かご 装 の昇降路用品を たなくするため 、またはお客 のご指定 にて げることを します。（有

）

のお

用エレベーター

かご外装イメージ

24

1　昇降路の 囲に ・ ・ め 等を設け、昇降路から 15 内の部分に人が ち入ることのできないよ
うな 置を じ、かつ 先 は地 の先端に は地 より高さ 1 のコンクリート は ラス等
の な囲いを設置してください。（図２）

2　前項 置を行わない場合、 先 は地 の先端に は地 より高さ 24 の な は囲いを
設けてください。（図 3）

点検

5

555 5
5

15

15

15

（図１） （図 3）（図 2）

かご

1

15

ラスの 端は から 5 とし、2 の場合は から高さ 2 の ードが必要です。
ラスの 端がかご から 11 の場合は、 から 11 の範囲内に手すりが必要

です。
手すりは ラス の部分に１ 所 に取り けなければなりません。 ラス部のみに 定してはなら 、この
ような場合にはかご から足を てて手すりを 定するなどの 置が必要です。

の ス 対

手すりを ラス部分に 定する場合の設置手すりの設置 ードの設置

手すり
（ がった1本）

かごの

ラス

より
5

2

かご

ード

ラス

ラス支持 の
ち がり

手すり

手すり
支持用支

より
11

手すり高さ

手すり

手すり

ラス

かごの

手すり
（支持用支 き）
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いすをご 用の方に、安心してエレベーターをご 用いただけるように、 にでも使いやすいエレベーターをめ し
ました。 いすの方が しやすい タン 置や が見える ラーなどさま まな でお応えします。

（一 ）全日本ろうあ のご 力を て、 障がい者の方に をしていただきました。
で見てわかり、エレベーターが応える5つの機能を びました。

いす専用のりば
インジケータ・ タン

いす 用エレベーター 様
様

のりば 用のりば タン 床上約900 の 置に設けます。

かご

用 作 床上約1000 の 置に設けます。

ラー
せ ラスを床上400 の 置に設けます。（ サイズ527 1427 ）

（トランク付、 向出 、 用エレベーターの は になります。
常用エレベーターの はステンレス製 上 になります。）

すり 床上 00 の 置に設けます。

フティ機能
2 多 （マルチビーム） ア フティ 出 に み ま た ンサーで 用 の乗り降りを します。

時間の 長 いす 用 タンを した時のみ 時間を 常より長くします。

視 障がい 対応 様
様

のりば のりば タン プレート のりば タンに 示をし 床 も 示します。

かご

かご 作 プレート かご内の タンに 示をします。

発 タン かご内の タンを すと、「 ッ」と が り、 さ たことを電 でお らせします。

床 マット かご間 およ かごしきい から へ300 に設けます。

フティ機能

オートアナウンス 用 へ 降 向、 、 床をアナウンスでお らせします。

2 多 （マルチビーム） ア フティ 出 に み ま た ンサーで 用 の乗り降りを します。

時間の 長 時間を 常より長くします。

大形防 窓 きドア

お知らせ

降 お知らせ タン

お知らせドアサイン

常呼び タン応

ラー（ 準サイズ）

手すり（ ）

いす専用
かご （ ）

2 （マル ビーム）
ドアセフティ

いす専用
かご

ドア 閉 タン

シン ルマーク

行先 タン

常呼び タン

インター ン

障がい 対応いす 用エレベーター

ニ ーサルデ イン

視 障がい 対応 ラー ニバーサルデ イン を
「 インジケータ」に し出される

は の 人 に されること
なく、 くの方に見やすいように
しました。

PO法人 ラー ニ ーサルデ イン
機構による ラー ニ ーサルデ イ
ン認 を取 しています。

ラー ニ ーサルデ イン認 とは、 PO法人 ラー ニ
ーサルデ イン機構 O（ tt cu o ）にて、

実 に 者の方に をしていただき、認 されます。

点 プレート

点 プレートやオートアナウンスなど
さま まな を用 しました。

シン ル
マーク

呼び
タン

仕
様
詳
細
／
据
付
図
・
寸
法
表

そ
の
他

コ
ン
セ
プ
ト・
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

デ
ザ
イ
ン
・
意
匠

非
常
用
・
展
望
用
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

33 34



に エレベーター

細

●地震時対応の 機能は、法 で定められた安全装置が 動した場合やエレベーター・建物の 状態により、安全のため機能しない場合があります。
　 対策については、弊社 ーム ージからもご いただけます。

対

対 インジケータの

Pで

Pで

マシンルームレスエレベー
ターには、 などで万一
昇降路に が れ込んだ
場合、 動部や制御装置が

にさらされにくい「
機 部設置方 」を 用し
ました。

上機上部設置

や集中 が発生した に、パー ングスイ
を専用 することにより、 な を必要とせ
に、エレベーターのかごを最 へ 動させ、エレ
ベーターの運転を 止させることができます。

時 ー ング機能

万一昇降路内に が れ込んだ場合、ピ トに設置さ
れているセンサーが感知すると指定 機 でドアを
き 客を降ろし、運転を中止します。

ット 水管制

地震対策水害対策 火災対策停電対策

地震速報を受 した にP 感知器 地震時
管制運転と の管制運転を行います。なお、
地震速報受 装置については、建 にて用 が
必要です。

地震速報 動管制

管制運転や自動診断運転などを
行っている場合、エレベーターの
運転状況をのりばインジケータに

します。

状 示機能
長 期地震とは、通常の地震と異なり、 っくりとした

期で れる地震のことです。建物との による
ロープ の れに対する対策 化を行います。

長 期地震対策

リスタート機能が かない い れ（高Gal）を感知し
て停止した場合でも、安全装置の が確認されれ
ば、管理者が安全を確認しながら、 客にエレベー
ター の指 を行い、最 まで運転、 させる
ことができます。

出 機能

P
（ 期 動）

P

（本震）

地震 の イメージ

（一社）建築 能基準
進 の「地震時管

制運転装置設置 み
マーク」です

ん
（ 期 動）を感知した時

点で、エレベーターのかご
に「地震」と し、アナウン

スを行います。エレベーターは
最 に してドアを き、

客を降ろします。
（主要動）が さい場合には通常運転に りますが、一定 の れ

（低Gal）を感知した場合には、運転を 止します。フィールドエンジニアの
、安全を確認し します。

器付地震時管制
（リスタート機能付）

器が動作したか

定時間後、 アが まります

最 に 床し、 アが きます

止 一定時間後、平常
E   

地震対策 基本

地震 形はイメージです。

有 保守契約メニュー（弊社とのメンテナンス契約が必要です）

最 に 止最 に 止 止

に

状況 示 の インジ ータにエレベーターの状況を 示

長 対 の 対

急 報
動管制 時管制 リスター き

低Gal を検知しなかった場合

業地震発生 （ 期 動） （本震）

メンテナンス
に

高Gal

低 Gal

地震収

動
低Gal を検知した場合

急 出

（高Gal）を検知し、 中 で 常停止して
リスタート運転できなかった場合

動 ス
を機器から直接検知する

検出 向上 様

とのメンテナンス のお メニ ー

●弊社とのメンテナンス契約が必要になります。この機能は、フィールドエンジニア までの間、エレベーターの運転を させることが 的ですので、通常 
の運転を行うには、フィールドエンジニアによる点検が必要です。また昇降行 に制限がありますので、 細につきましては弊社までお問い合わせください。

● までの時間は、建物の状況により異なります。
●昇降路内の地震計や主要機器に設置された 速度センサーが、エレベーターに のおそれのある い れ（高Gal）を感知した場合には、二

を防ぐため、自動 運転機能は 動しません。

●自動 運転機能プラス（検出 度向 ）をご計 されている場合は、
エレベーター設置 に専用機器の設置（別 用）が必要になります。

● 細は弊社までお問い合わせください。 

地 震 により運 転 を 止した 場 合 、 に は
フィールドエンジニアによる点検が必要でした
が、自動 運転機能により約3 分で自動診断
運転を行い、エレベーターの運転に支障がない
と 断した場合には、フィールドエンジニアの

を た に 運転を行います。

自動復旧 機能
エレベーターの主要機器に 速度センサーを 設置し、
機器に わる地震の れを直接計測します。 れの検出
度を向 させ、自動 運転を行う確 が自動 運転機
能とくらべて2 向 します。（弊社による 算）

 グレードア プのご提案
自動復旧 機能プラス（検出 向上 様）

機 制御装置

イメージ

基 本

「地震」と 示、アナウンスを います

器が作動 

地震発生

P 感知器 地震時管制運転の一

基 本

基 本

●地震には、最 の れ「P ri ar  a e（ 期 動）」と、続いて る大きな れ「 secon ar  a e（主要動）」があります。P は にくらべて伝わる
　速度が速く、大きな れの前にやってきます。

※リスタート機能 地震時管制運転中に安全装置が 動した場合、運転をいったん中止しますが、安全装置の が確認できると管制運転を します。
（エレベーターに のおそれのある い れ（高Gal）を感知した場合は二 を防ぐため、運転を しません。）

基 本
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発生時、 報知器の や 管制スイ を入
れると、すべての は ンセルされ、管制運転
が点 。設定された に直行してドアが きます。

火災時管制 のりば ア
（ス ークプルーフ）

●停電時自動 装置トスラン ーと 時管制運転のご 用が必
要です。

●防 窓なしの場合は特定防 設備、防 窓 きの場合は防 設備
となります。

●昇降行 に制限がありますので、 細については弊社までお問い

昇降路用防 設備として
能を持たせたエレベーター

のりばドアです。 と じ昇
降路 法で取 ができ、のりば
まわりのデ インも ないませ
ん。防 窓の設置もできます。

の停電時、停電 が点 し、アナウンスを行いま
す。電源は専用 テリーに切り替わり、エレベー
ターを最 に させ、ドアが きます。また、エレ
ベーターが の 中ではなく、ドアが けられる 置
に停止している場合は、自動的にドアが きます。

停電時自動 床装置
トスラン ー

停電時、自動的にエレベーターを に呼び し
止します。その は 数を制限し、建物の自 発

電機の 量に適応した運転を行います。

自家発時管制

対
Pで

対
Pで

定時間後、 アが まります

最 まで 、 アが きます

停電の検出

「停電」と 示し、停電 が し
アナウンスを います。

電 復 後、平常

エレベーター停止

火災報 または火災管制スイッチ

「火災」と 示し、アナウンスを います

に 床し、 アが きます

定時間後、 アが まります

火災発生

停電時自動 装置トスラン ーの一

時管制運転の一

G 5 1

●実 のデ インや は、 う場合があります。

・ウイルスの抑制効果が認
められるイオン発生装置を設
置します。

イオン発生装置

かご
・ ウイルス加工

タン、 、ステンレス
手すり、 、ドアなどを ・
ウイルス 工します。

タン（ ンサー ）
直接 タンに れ
に が可能です。

I マークはI O221 6法により
された結果に基づき、 品技術

イドラインで品 管理・情報
された 品に されています。

I マークはI O21 2法により
された結果に基づき、 品技術

イドラインで品 管理・情報
された 品に されています。

ウイルス 工は、 品 のウイルス
の数を減 させます。

・ 気の や予防を 的とするもの
    ではありません。

・ I の安全 基準に適合しています。

タン（ ンサー ）
タンに れ に、 タン ができます。

タン
タンには、 機 を り込んだ を使用し

ました。

基 本

のりば

・ ウイルス 工
（ドア、三方枠、 ）

タン

 長 シート タン

フ ースプレート

イオン発生装置

・ ウイルス 工
（ 、ドア、手すり、出入口 ）

・ ウイルス加工
タン、 、ドア、三方枠などを ・ ウイルス 工します。

気装置 機能
エレベーターを 用 、一定時間換
気装置を 続して 動します。

保 マット
消 ・ウイルス 制

には東芝マテリアル製
「ルネ ット 」を 用しています。

保 マ トに
した

の 用によ
り、 や ・
ウイルス抑制
の効果があり
ます。

タン 基 本

機 を り込
んだ を使用しま
した。 工されて
いない 品とくらべ
細 の 合 が
1 分の1 の
効果があります。

製フ ースプレート
基 本

機 を り込
んだ を使用しま
した。

・ 対
・ イルス 制エレベーター

細
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ドアま の安全

安全・安心・ の

「お知らせドアセンサー」「お知らせドアサイン」「2 （マル ビーム）ドアセフティ」「しきい間 （すきま）
1 ※」「お知らせドアビーム」の5つの機能を み合わせ、ドアが く直前から閉まりきるまで見守ります。

お らせ ア ンサー

かごとのりばのしきい間のすき
まを くし、 り降りの の安全

を向 させます。

しきい間 （すきま）10

※ 用機 ありエレベーター、 常用エレベーター（マシンルームレス・機 あり）の場合、しきい間 （すきま）は3 です。有 で「しきい間
　 （すきま）25 」もお びいただけます。

ドアの き めにかご に み込まれたセンサーが
障 物を感知すると、 に手を引き込まれないよう
にアナウンスし、ドアを っくり きます。
●出入口高さ21 を える場合や4 中 きドアの場合、

ご 用いただけません。 

ドア 閉時に、かご のドア
サインが点 し、 イムと 動
して 客に注 を します。

お らせ アサイン

のりば の人や物などを検知して、閉じかけたドアを
きます。 り降りが している場合や、 な 込み時の
まれを に防ぎます。また、 物を持って り込んだ

り、ベビー ーを したりしての の場合に安心です。

お らせ アビーム 2 多 （マルチビーム）
ア フティ

出 入 口 に み 込 ま れ た
センサー が 感 知すると、閉

じかけたドアが きます。

基 本

のりばに設置された行先 装置に直接行先 を するだけで、どのエレベーターに ればよいかを案内し、そのまま
した行先 までお れします。

のりばに設置された行先 装置に直接行先 を するだけで、どのエレベーターに ればよいかを案内し、そのまま
した行先 までお れします。

建物の全フロアに「のりば行先 装置」を設置しま
す。のりばで行先 を すると、どのエレベーターに

ればよいか案内し、そのまま行先 にお れします。

すべての で「のりば行先 装置」に行先 を し、案内に っ
てエレベーターに します。

一 では、「のりば タン」に行きたい方向を し、かご内で行先 を
します。

フル C システム
特定 のみ「のりば行先 装置」を設置し、一
はのりば タンを設置します。 システムと通常の
管理システムを み合わせたシステムです。

イ リッ C システム

る のシステム

● 降ロビーは、ピーク時でも 用者があ れないように さを持つことが必要です。 を持って計 してください。
　   のりば行先 システム（ estination ontrol ste ）の略称です。
●セ ュリティ ートとの 動については 動するメー ーや機 などの制約がありますので、弊社までお問い合わせください。 

管理 ステ

の 行先 ステ

建物の や使用用 に合わせて、 数 のエレベーターの運転が最適になるように運行管理します。

大 ビル向け 管理システム（3 ）
の 運 行 スケ ジュー ル を効 的 に 計 算し、予 測 され る 運 行 サ ー ビスを して 、 かごを 定 するリ

アルタイム制 御 を 用した 最 新 の 管 理 制 御 システム 。人 の 出 入りが い、大 ビル 向 けの 管 理 システ
ムです。

中・ ビル向け 管理システム（3 6 ）
ファジィ制御を応用して、運行状況を予測・ 断。高感度な り てでエレベーターの ち時間を短 します。中・

ビル向けの 管理システムです。

ビル向け 管理システム（3・4 ）
専 門 の とノウハウをルール化し、正 確 なルールの により、最 適 なエレベ ーターをのりばに させ
るようにします。 ビル向 けの 管 理システムです。

細

F

ドア先端に設置された「機 ドアセフティ」が し込
められて、ドアは 転動 します。

機 ア フティ（ ） 基 本

ドア 閉時に一定 の がかかった場合、ドアは
転動 します。

ア 検出装置 基 本
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なんらかの故障で、かごが と の間で停止してし
まった場合や が かなかった場合でも、故障の
度を自動的に 別し、エレベーターを最 まで
行させます（ただし、法 で定められた安全 路や保

路が動 した場合には動きません）。

故障時最 自動 床

停電時には、自動的にかご内の停電 が点 します。
かご内停電 は法 に定められている「エレベー
ター安全装置」の一つです。

かご内停電 （自動 電 ）

エレベーターの定 積 を えて 用者が り込ん
だり、 物を積み込んだりすると、 ーでお知らせ
します。

乗り 防止装置

重大故障により、エレベーターのド
アが いてしまう「 行」によ
る、はさまれ事故を防止するため

「 行保 装置」設置が義務
けられました。 機の「制動装置
の二重化」や「 行保 装置」
専用の制御装置など安全 向 に

めています。

保 装置

（一社）建築性能
推進協会の「

保 装置設置 み
マーク」です

ん

万一、のりばドアの異常やしきいの異物などで、ドア
が ききらない時や閉じきらない場合、すばやく検知
してドアの 閉を り し行い異常を知らせます。

異常時の ア り し 動作

サービス

間や 日など、エレベーター ールに設けたパー
ングスイ を するだけで、エレベーターを

止させることができます。

ー ング機能

時間 に応じて、エレベーターを自動的に 止させ
ることができます。

自動 ー ング機能

のりばやかごの呼び出しを 別して、ドアの 閉時間
を自動設定。効 よく運転を行います。

時間自動設定

うっかり間 った行先 タンを してしまった場
合、その タンをポンポンと２ 続けて すと、間 っ
た行先を ンセルできます。エレベーターのム な
運転を省くだけでなく、 し間 いによる気ま さも
なくします。

消し機能

クーラーから 出するドレン をクーラー本体で 発
させるため 設備なしで使用できます。
●オーバーヘッド寸法が変更となりますので詳細については弊社
までお問い合わせください。

エレベーター 用クーラー

のりばからよく見えるかご内 部に設置し、
になるとアナウンスとともに、 お知らせ が点
します。

お らせ

いた らなどで された不必要なかご呼びがある
場合、いったん全 を ンセルします。
●6 停止 のみの機能です。

いた ら ン ル機能

ご 用の方が全 降りた の 転時、 っているかご
呼びを自動的に ンセルするなど、ム な運転によ
るイライラや電力の を防ぎます。

時 一 ン ル機能

出 時や 時など、時間 によって変化する人の れ
に対応して、 機 をスケジュールによって変 すること
ができます。

出 時ス ジュール

状態のエレベーターは、 中ののりば呼びには
応え に通過します。ム な停止による時間のロスを

して、エレベーター全体の運転効 を高めます。
●2台以上の場合は基本仕様です。

機能（2 上の は  ）

出発基準 など、 用者の い にエレベーターを
機させることにより、運転効 を高めます。

制御

ュー ン・インターフ ース

エレベーターの を イムで知らせます。なお、
の 管理方 では、 予報 イムを全

のりばに設け、 ールランタンとともに 準装備
となります。

報かごチ イム

方向案内や 案内の かに、 閉案内、管制案内
など、 で 切にインフ メーシ ンします。また、

によるアナウンスもご用 しています。

オートアナウンス機能

基 本 基 本

基 本

基 本

基 本

時や異常時に、かご内の 客にタイムリーなメ
セージを します。

気 りアナウンス機能

細

基 本

基 本

基 本

基 本

基 本 基 本

●かご フルハイト の場合、基本 です。
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機中のかごは、 や換気装置を一定時間
動 、自動的に 止させ、 電力の節減をはか

ります。

・ 気装置自動 止機能

エレベーターには、かごと 合おもりの ランスに応
じて電力を使用する「力行 ード」と発電機として電気
を生み出す「 生電力 ード」があります。「 生電力

ード」で発生した電力を建物内の電力としてご 用
いただくことで、省エネル ーを実 します。

回生電力機能

（イメージ）

建物 エレベーター

常の電気の

回生電力機能

●建物の電源設備状況によりご 用いただけない場合がありますので、 細
につきましては弊社までご相談ください。

レールの をローラー イドが 転し動くことで、
が なく オイルが不要です。 適な り心地を

実 します。

ローラー イ

レール

ローラー

エ ル ー

などで 物を運 場合25 （ 含 ）に
分けて 出入してください。これを える場合はエレ
ベーターの の 度を げることにより、 出入の
重量 限を げることができます。 細は弊社まで
お問い合わせください。

床 フル イト ラー
いすの方が り降りし

やすいように、 から
部分までのフルハイト
ラーをつけることがで

き ま す。か ご に 行 き 感
を持たせ、高 感を し
出します。

プログレスリング

ドアが閉じ、エレベーターの動き出しに合わせ、
を中心に を き め、 の停止

に した時に が一 します。 の停止
までの 動 時 間 を直 感 的 に 感じることが
できます。

通常運転

の停止予定

運転方向

の 置

年月日

4イン の大形 を 用し、より見やすくな
りました。 えば地震発生時などエレベーター
が管制運転となった場合、大きな と つ

で案内します。

大 インジ ータ

大 インジ ータ

第6673610

かご内防犯 メラ の 示
一の に し出すので、かご内に

別の ニターを設置する必要がありません。
また、エレベーターのデ インを なうこと
なく、かご内防 メラ を できます。
防 メラ を した場合、ドア 閉時の
アニメーシ ンは されません。

（通常 との切り替え はできません）

インジ ータ 示の

長時

ア 時のアニメーシ ン
ドア 閉時に大形 インジケータに され、ドア 閉に
合わせてアニメーシ ンでお知らせします。

常時の 対応
国からのお客 にも安心してお使いいただけるように、

常時には、わかりやすいピクトグラムに え、日本 、 だ
けでなく、中国 、 国 を合わせた 国 でかご内の
ディスプレイに します。また、 時に日本 、 、中国

、 国 の 国 のアナウンスも行います。

常時には、かご内の大形 インジケータに日本 ・
と中国 ・ 国 が交 に されます。

● インジケータはのりばインジケータ・ タン タイプに適用でき
ます。

6 2イン の を み込んだのりばインジケー
タ・ タンは、東芝 自のすっきりとしたデ インで、メ
ンテナンス中のお知らせや管制運転など、 を
通してさま まな情報をお知らせします。

一の に し出すので、かご内に別の ニター
を設置する必要がありません。エレベーターのデ インを

なうことなく、かご内防 メラ を できます。

かご内防犯 メラ の 示

ト運転通常運転 地震時
管制運転    

基 本

基 本

インジ ータ
かご

のりば

細

（通常 との切り替え はできません）
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・知らない人と相 りした場合、さりげなく を確
認できるので、不安を軽減できます。

・ り降りの 、エレベーター 方から降りる方への
気くばりにも活用できます。

●かご フルハイト の場合にご 用いただけます。

・ り れ等による、はさまれ事故を防止します。
・ り しのないように、気くばりにも活用でき、効

の良い運転をめ します。

コ ー 社と
発しました。 状の

ラーで、 から 出
することなく、 い視
を確保できます。 視

出 らない

視
が い

視

出 る

視
が い

視

出 らない

視
が

い

の ー社の ラーラー
出 ら 、視 が い視 は いが、出 る出 らないが、視 は い

（イメージ）

（イメージ）

（イメージ）

ーの

三方枠に埋め込んだ一体感のあるデ イン

と一体化したスタイリ シュなデ イン

ラーによる視 範囲ラーによる視 範囲

の前に った時にのりば の が
見 せます。

の前に った時に り向か にかご内の
が見 せます。

ラー付 作

安心

・セ ュリティ対

ラー付 （大 ）

かご内からものりばからも大きく見
せる大形 ラスの防 窓 きド

アです。かご 内の が確認でき
安心です。

大 防犯 付き ア

● プランの にエレベーターだけでなく、建物に合わせたプランをご提案いたしますので、弊社までご相談ください。

かご内防 メラの は、管理人 や防 センターなどに出力することができます。また、 メディア内
の防 メラなら、防 メラの を し、専用のタ レ トやパ コンで 生することができます。
また、防 メラ をかごやのりば の ディスプレイや、のりば ニターにもリアルタイムに を す
ことができます。

かご内防犯 メラシステム

（イメージ）かご内防犯 メラシステムの一

かご

確認装置
（専用タ レ ト）

メディア

パ コン
（専用アプリをインストール）

装置内 メラ

のりば ニター

管理人 防 センター
中 監視 　などに

防 メラの を出力でき
ます。（ 機器はお客 でご
用 ください。）

かご
大形
インジケータ

のりば
インジケータ

のりばインジケータ・ タン

ーの

行先 タンを すと、行先 まで に停止するた
め、万一の はいつでも降りられます。かご内での

防止のため、 間などにご 用ください。

停止 （防犯 ） 基 本

かご内の 、 に設置し、万一の 、 タンを す
ことで ーが 動します。最 への運転や 停
止運転への切り替えも可能です。

報 タン

細
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図 法 　中低速マシンルームレスエレベーター
（ 合おもり ろ としタイプ）

法

形　　 定
（人）

積
（ ）

速度
in

かご内法（ ） 出入口 法（ ） 昇降路

45
6

1 5
45
6

1 5
45
6

1 5
45
6

1 5
45
6

1 5
45
6

1 5
45
6

1 5
45
6

1 5
45
6

1 5

32 335

34 355

32 335

34 355

32 335

34 355

32 335

34 355

32 335

34 355

32 335

34 355

32 335

34 355

32 335

34 355

32 335

34 355

125

155

125

155

125

155

125

155

125

155

125

155

125

155

125

155

125

155

※

15

1

2

24

24

2

2

3

3

1

115

135

16

16

1

1

2

2

16 15

1 15

1 1

2 1 5

2 1 5

2 1

2 1

2 2 5

2 2 5

225 225

245 225

245 245

265 26

265 2

265 2 5

265 2 5

265 2

265 3

21

1 21

1 21

11 21

14 21

11 21

14 21

11 21

14 21

P15 O

P1 O

P2 O

P24 O

P24 2 O

P2 O

P2 2 O

P3 O

P3 2 O

ピ
ト

さ
 

ピ ト防  （別 工事）

ピ ト点検用コンセント
（別 工事）

最

オ
ー

ー
ド

  

出
入

口
高

さ
　

フ クまたはトロリービーム
（別 工事）

最

昇
降

路
全

高

昇
降

行
（

最
大

1
）

付

出入口幅 

昇降路 

昇
降

路
 

か
ご

内
法

 

かご内法 

昇降路 図
（2 中 きタイプ）

昇降路 断 図

※昇降行 が4 を える場合O 法は（　）内の 法になります。

高さ

ケース高さ

かご
高さ

高さとかご 高さの関

● 1 昇降路内法はピ ト防 の最 法です。
　 2 昇降路 法は、 を含ま に2 にお いします。特に昇降路 部で昇降路に が 接する場合は25 にしてください。
　 3 法は、 構 の場合です。 構 または 構 でご計 の場合は、弊社までお問い合わせください。
　 4 法は、かご 高さ23 、スタン ード での です。 および 高さにより、 法が変 になる場合がありますので、
　 　 細につきましては、弊社までお問い合わせください。
　 5 エレベーター専用クーラーをご 用の場合は、O 法が変 になります。 細につきましては弊社までお問い合わせください。
　 6 人の 降だけでなく、 物の運 等も せてご計 されている場合は、人 用エレベーターもお びいただけます。
　 の昇降路 法につきましては、弊社までお問い合わせください。

●人 用エレベーターで 物を運 場合、積 1 の機 では25 （ 含 ）、積 1 を える機 では5 （ 含 ）に分けて
　出入してください。

エル ルー

オー ー エレベーター
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法付

出入口幅 

昇降路 

昇
降

路
 か

ご
内

法
 

ピ
ト

さ
 

ピ ト防  （別 工事）

ピ ト点検用コンセント
（別 工事）

昇
降

路
全

高

昇
降

行
（

最
大

1
）

最

オ
ー

ー
ド

  

出
入

口
高

さ
　

最

フ クまたはトロリービーム
（別 工事）

かご内法 

形　　 定
（人）

積
（ ）

速度
in

かご内法（ ） 出入口 法（ ） 昇降路
※

32 335

34 355

32 335

34 355

32 335

34 355

32 335

34 355

32 335

34 355

32 335

34 355

32 335

34 355

32 335

34 355

32 335

34 355

32 335

34 355

32 335

34 355

125

155

125

155

125

155

125

155

125

155

125

155

125

155

125

155

125

155

125

155

125

155

45
6

1 5
45
6

1 5
45
6

1 5
45
6

1 5
45
6

1 5
45
6

1 5
45
6

1 5
45
6

1 5
45
6

1 5
45
6

1 5
45
6

1 5

21

1 21

11 21

1 21

11 21

14 21

12 21

11 21

14 21

11 21

14 21

P15 O

P1 O

P2 2

P2 O

P24 O

P24 2 O

P26 2

P2 O

P2 2 O

P3 O

P3 2 O

15

1

2

2

24

24

26

2

2

3

3

1

115

13

135

16

16

1 5

1

1

2

2

16 15

1 15

13 23

1 1

2 1 5

2 1 5

15 25

2 1

2 1

2 2 5

2 2 5

25 215

2 215

215 2 5

2 23

2 24

2 25

235 3

2 255

2 265

2 2

2 2

昇降路 図
（2 中 きタイプ）

昇降路 断 図

※昇降行 が4 を える場合O 法は（　）内の 法になります。

高さ

ケース高さ

かご
高さ

高さとかご 高さの関

エル ルー

オー ー エレベーター

ELCRUISE

●人 用エレベーターで 物を運 場合、積 1 の機 では25 （ 含 ）、積 1 を える機 では5 （ 含 ）に分けて 出
　入してください。

● 1 昇降路内法はピ ト防 の最 法です。
　 2 昇降路 法は、 を含ま に2 にお いします。特に昇降路 部で昇降路に が 接する場合は25 にしてください。
　 3 法は、 構 の場合です。 構 または 構 でご計 の場合は、弊社までお問い合わせください。
　 4 法は、かご 高さ23 、スタン ード での です。 および 高さにより、 法が変 になる場合がありますので、
　 　 細につきましては、弊社までお問い合わせください。
　 5 エレベーター専用クーラーをご 用の場合は、O 法が変 になります。 細につきましては弊社までお問い合わせください。
　 6 人の 降だけでなく、 物の運 等も せてご計 されている場合は、人 用エレベーターもお びいただけます。
　 の昇降路 法につきましては、弊社までお問い合わせください。

図 法 中低速マシンルームレスエレベーター
（ 合おもり としタイプ）
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法付

用エレベーター

1 2 設 3 設 4 設 1 2 設 3 設 4 設

出入口 法
（ ）形 定

（人）
積

（ ）
速度

（ in）

2 215

22 215

22 23

24 23

24 25

254 255

254 265

254 2

254 2

24 36

26 36

26 3 5

2 3 5

2 3 5

2 4 4

2 4 41

2 4 415

2 4 425

455 36

4 5 36

4 5 3 5

535 3 5

535 3 5

563 4

563 41

563 415

563 425

6 36

3 36

3 3 5

3 5

3 5

32 4

32 41

32 415

32 425

5 36

65 36

65 3 5

1 45 3 5

1 45 3 5

11 1 4

11 1 41

11 1 415

11 1 425

415 215

455 215

455 23

4 5 23

4 5 25

523 255

523 265

523 2

523 2

63 215

6 215

6 23

5 23

5 25

2 255

2 265

2 2

2 2

45 215

25 215

25 23

1 5 23

1 5 25

1 61 255

1 61 265

1 61 2

1 61 2

14 135

16 135

16 15

1 15

1 1

2 1 5

2 1 5

2 1

2 1

12

15

1

21

24

21

21

21

1 21

1 21

11 21

14 21

11 21

14 21

P11 O

P13 O

P15 O

P1 O

P2 O

P24 O

P24 2 O

P2 O

P2 2 O

11

13

15

1

2

24

24

2

2

5

1

115

135

16

16

1

1

機 （ ）
M M

昇降路（ ）かご内法
（ ）

P 2

PT ※ 2

P13 2

昇降路（ ）

1 2 設 3 設 1 2 設 3 設

機 （ ）
M Mかご内法

（ ）形 定
（人）

積
（ ）

1 23

1 2

1 2

235 3 4

235 42

235 42

415 3 4

415 42

415 42

61 3 4

61 42

61 42

3 5 23

3 5 2

3 5 2

5 23

5 2

5 2

1 5 152

1 5 152

1 5 2

12
15
1
21
24

21

21

2113

6

5

向け 用エレベーター

速度
（ in）

機 図
（2 設置の場合）

機

昇
降

路
  

点検用コンセント

ナ

機

スイ

（別 工事）

幅 高さ2

換気
サー スイ
（別 工事）

（別 工事）
ラリ

（別 工事）
窓 ナ

電源引込み
（動力用、 用）接地

インター ン 、電 引込み
（別 工事）

機
 

機  
昇降路  

制御

昇降路断 図

トロリービーム（別 工事）

機
有

効
高

さ

部
すき

間
 

シン ーコンクリート
（含 ）
（別 工事）

出
入

口
高

さ
　

か
ご

枠
高

さ

最

オ
ー

ー
ド

　

1

昇
降

行

昇
降

路
全

高

ピ
ト

さ
　

最

ピ ト点検用コンセント
（別 工事）

ピ ト防 （別 工事）

昇降路、機 法（断 図関 法） 高さとかご 高さの関

高さ

ケース高さ

かご
高さ

速度
（ in）

オー ー ド

O （ ）

部すき間

T（ ）

ピ ト さ

P（ ）

機 有効高さ

M （ ）

12
15
1
21
24

535
555
5 5
625
6 5

1 5
2 5
235
2 5
335

215
245
2 5
325
3 5

225
225
255
255
2 5

高速エレベーター

※PT のトランク内法 法は間口 5 、 行4 、高さ21 です。 

●人 用エレベーターで 物を運 場合、積 1 の機 では25 （ 含 ）、積 1 を える機 では5 （ 含 ）に分けて 出
入してください。

● 1 昇降路内法はピ ト防 の最 法です。
　 2 昇降路 法は、 を含ま に2 にお いします。特に昇降路 部で昇降路に が 接する場合は25 にしてください。
　 3 法は、 （ 構 ）の場合です。
　 4 法は、かご 高さ25 にて計算しております。 および 高さにより、 法が変 になる場合がありますので、 細に

つきましては、弊社までお問い合わせください。
　 5 法は、 合おもり ろ としタイプ、かご が基本 の場合の 法です。
　 6 かご 高さや出入口等の 法が基本 と異なる場合、昇降路 法やO 法が変わることがあります。 細については弊社までお問い合わせください。
　 の昇降路 法につきましては、弊社までお問い合わせください。

エル ルー

オー ー エレベーター

ELCRUISE図 法

昇降路 図
（2 設置の場合）

昇降路  

か
ご

内
法

 

かご内法 かご内法 

出入口幅  

か
ご

内
法

 

出入口幅  

3
5

昇
降

路
  

出入口 法
（ ）
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付付

図 法 　

法

1 O

2 O

26 O

1

2

26

115

135

1

1 15

1 1

1 2

1 21

1 21

1 21

25 235

25 255

25 2 5

6

1 5
6

1 5
6

1 5

125

155

125

155

125

155

形 定
（人）

積 速度
in

出入口 法かご内法（ ） 昇降路

32 （335 ）

34 （355 ）

32 （335 ）

34 （355 ）

32 （335 ）

34 （355 ）

O P

● 1 昇降路内法はピ ト防 の最 法です。
　 2 昇降路 法は、 を含ま に2 にお いします。特に昇降路 部で昇降路に が 接する場合は25 にしてください。
　 3 法は、 構 の場合です。 構 または 構 でご計 の場合は、弊社までお問い合わせください。
　 4 法は、かご 高さ23 、スタン ード での です。 および 高さにより、 法が変 になる場合がありますので、 細につきまして
　 　は、弊社までお問い合わせください。
　 5 エレベーター専用クーラーをご 用の場合は、O 法が変 になります。 細につきましては弊社までお問い合わせください。
　 6 人の 降だけでなく、 物の運 等も せてご計 されている場合は、人 用エレベーターもお びいただけます。
　 の昇降路 法につきましては、弊社までお問い合わせください。

●人 用エレベーターで 物を運 場合、積 1 の機 では25 （ 含 ）、積 1 を える機 では5 （ 含 ）に分けて 出入して
　ください。

出入口幅 

昇降路 

昇
降

路
 

か
ご

内
法

 

かご内法 

昇降路 図
（2 中 きタイプ）

昇降路 断 図

※昇降行 が4 を える場合O 法は（　）内の 法になります。
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さ 

ピ ト防  （別 工事）
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（別 工事）
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フ クまたはトロリービーム
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）

法
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26 O
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1

1 15

1 1
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1 21
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2 5 23

2 5 25

2 5 2

6

1 5
6

1 5
6

1 5

125

155

125

155
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155

形 定
（人）

積 速度
in

出入口 法かご内法（ ） 昇降路

32 （335 ）

34 （355 ）

32 （335 ）

34 （355 ）

32 （335 ）

34 （355 ）

O P

昇降路 図
（2 中 きタイプ）

昇降路 断 図

※昇降行 が4 を える場合O 法は（　）内の 法になります。

ラリ
（別 工事）

換気 サー スイ
（別 工事）

ラリ
（別 工事）

換気
サー スイ

（別 工事）
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昇降路 

昇
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路
 か

ご
内
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かご内法 

ピ
ト

さ 

ピ ト防  （別 工事）

ピ ト点検用コンセント
（別 工事）

昇
降

路
全

高

昇
降

行
（

最
大

1
）

最
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出
入

口
高

さ
　

最

フ クまたはトロリービーム
（別 工事）

ラリ
（別 工事）

換気 サー スイ
（別 工事）

ラリ
（別 工事）

換気
サー スイ

（別 工事）

● 1 昇降路内法はピ ト防 の最 法です。
　 2 昇降路 法は、 を含ま に2 にお いします。特に昇降路 部で昇降路に が 接する場合は25 にしてください。
　 3 法は、 構 の場合です。 構 または 構 でご計 の場合は、弊社までお問い合わせください。
　 4 法は、かご 高さ23 、スタン ード での です。 および 高さにより、 法が変 になる場合がありますので、 細につ
　　きましては、弊社までお問い合わせください。
　 5 エレベーター専用クーラーをご 用の場合は、O 法が変 になります。 細につきましては弊社までお問い合わせください。
　 6 人の 降だけでなく、 物の運 等も せてご計 されている場合は、人 用エレベーターもお びいただけます。
　 の昇降路 法につきましては、弊社までお問い合わせください。

●人 用エレベーターで 物を運 場合、積 1 の機 では25 （ 含 ）、積 1 を える機 では5 （ 含 ）に分けて
　 出入してください。

エル ルー

オー ー エレベーター

ELCRUISE常用エレベーター　中低速マシンルームレスエレベーター
（ 合おもり ろ としタイプ）

常用エレベーター　中低速マシンルームレスエレベーター
（ 合おもり としタイプ）
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図 法 　 常用エレベーター　中低速エレベーター 常用エレベーター　高速エレベーター
エル ルー

オー ー エレベーター
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法

1 O

2 O
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1
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26

115

135
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1 15
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24 26
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2 46

31 4
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積 速度
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出入口 法かご内法（ ） 昇降路 機

465
4 5
5 5
465
4 5
5 5
465
4 5
5 5

O T P M M M

昇降路 図

機 図昇降路 断 図

フ ク はトロリービーム（別 工事）
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さ

昇降路  

昇
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昇降路  

出入口幅  

制御

電源引込み（動力用、 用）、
インター ン 引込み び
接地 （別 工事）

窓
（

別
工

事
）

ラ
リ

（
別

工
事

）

かご内法  

か
ご

内
法

  

ピ ト防 （別 工事）

● 1 昇降路内法はピ ト防 の最 法です。
　 2 昇降路 法は、 を含ま に2 にお いします。特に昇降路 部で昇降路に が 接する場合は25 にしてください。
　 3 法は、 構 の場合です。 構 または 構 でご計 の場合は、弊社までお問い合わせください。
　 4 法は、かご 高さ23 、スタン ード での です。 および 高さにより、 法が変 になる場合がありますので、 細につきましては、弊社までお問い合わせください。
　 5 エレベーター専用クーラーをご 用の場合は、O 法が変 になります。 細につきましては弊社までお問い合わせください。
　 6 人の 降だけでなく、 物の運 等も せてご計 されている場合は、人 用エレベーターもお びいただけます。
　 の昇降路 法につきましては、弊社までお問い合わせください。

●人 用エレベーターで 物を運 場合、積 1 の機 では25 （ 含 ）、積 1 を える機 では5 （ 含 ）に分けて 出入してください。

付 付

●人 用エレベーターで 物を運 場合、積 1 の機 では25 （ 含 ）、積 1 を える機 では5 （ 含 ）に分けて 出入してください。
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機
有

効
高

さ

部
すき

間
 

シン ーコンクリート
（含 ）
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昇降路 図
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● 1 昇降路内法はピ ト防 の最 法です。
　 2 昇降路 法は、 を含ま に2 にお いします。特に昇降路 部で昇降路に が 接する場合は25 にしてください。
　 3 法は、 構 の場合です。

4 法は、かご 高さ23 、スタン ード での です。 および 高さにより、 法が変 になる場合がありますので、 細につきましては、弊社までお問い合わせください。
　 5 エレベーター専用クーラーをご 用の場合は、O 法が変 になります。 細につきましては弊社までお問い合わせください。
　 6 人の 降だけでなく、 物の運 等も せてご計 されている場合は、人 用エレベーターもお びいただけます。
　 の昇降路 法につきましては、弊社までお問い合わせください。
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※  かご フルハイト の場合にご 用いただけます。　※  時には特 呼び 、またはサービス 切 し へ停止する場合があります。　 ※  建物に設置するオート
ロ ク・インター ンシステムについては除 工事となります。　※1  6 のみの機能です。　※11 2 の場合は基本 です。　※12 オー ー ド 法が変 となりま
すので 細については弊社までお問い合わせください。　  ※13 かご フルハイト の場合、基本 です。　※14 管理方 の場合、基本 です。　※15 細については弊社
までお問い合わせください。　※16 機能を発 するためには、弊社とのメンテナンス契約をしていただく必要があります。　※1  停電時自動 装置トスラン ーと 時管制運転を

せてご 用いただく必要があります。昇降行 に制限がありますので、 細については弊社までお問い合わせください。　※1  イ レーシ ン は有 です。　※1  
のフ ースプレートはステンレス のみの対応です。　※2  1 2 は有 です。　※21 かご 高さ、内法 法によりご 用いただけない場合があります。　※22 

などで 物を運 場合25 （ 含 ）に分けて 出入してください。　※23 トランク 、 用エレベーター、ニ方向出入口タイプの場合は となります。　 ※24 ウエスト
パ ドをご 用の場合、3方向手すりはご 用いただけません。 ※25 のフ ースプレートはステンレス タイプになります。 ※26 デジタルインジケータのみの対応です。　
※2  2 中 きの場合にご 用いただけます。

※1 昇降路全高が6 を え、かつ建物高さが12 を える場合、ご 用いただく必要があります。　※2 用機 ありエレベーター、 常用エレベーター（マシンルームレス、機
あり）の場合、しきい間 （すきま）の基本 は3 です。有 で25 をお びいただけます。　※3 2 中 き、4 中 きドアの場合にご 用いただけます。　
※4 かご 高さ23 の場合、ご 用いただけません。　※5 出入口高さ21 を える場合や4 中 きドアの場合、ご 用いただけません。　※6 細については弊社
までお問い合わせください。

エル ルー

オー ー エレベーター

ELCRUISE

※2

※2

※11

※13

※14

ー

ー

ー※2

※2

※11

ー

ー

※13

※14

ー

合全自動方
専用運転
運転手 運転 用方
2 合全自動方

管理方 （3 ）
P 感知器 地震時管制運転（リスタート機能 ）
長 期地震対策

地震速報 動管制運転
出運転機能

時管制運転
停電時自動 装置トスラン ー
自 発時管制運転
ピ ト 管制運転
長 物 れ管制運転※1

しきい間 （すきま）

機 ドアセフティ（ ）
機 ドアセフティ（ ） ※3

2 （マル ビーム）ドアセフティ※4

お知らせドアビーム
お知らせドアサイン
お知らせドアセンサー※5

異常時のドア り し 閉動
ドア過 検出装置

り過ぎ防止装置
高調 対策※6

いす 用エレベーター （ 細はP 33）
視 障がい者対応 （ 細はP 34）

障がい者対応 （ 細はP 34）
時通 インター ン

ラー ※

ラー 三方枠（大枠）
かご内防 メラシステム

インジケータへのかご内防 メラ の
報 タン

停止運転（防 運転）
特 呼び 機能※

サービス 自動切り し運転（ フト設定 ）※

サービス 自動切り しスケジュール運転（ フト設定 ）※

オートロ ク・インター ン 動システム※ 、

お知らせ
降 お知らせ タン
運転状況 機能（のりば）
パー ング機能

時パー ング機能
自動パー ング機能
行先 取 し機能
いた ら呼び ンセル機能※1

転時呼び一 ンセル機能
時間自動設定

基準 制御
出 時スケジュール運転

通過機能
換気装置 続運転機能
イオン発生装置
エレベーター専用クーラー※12

用エレベーター
ト運転

コンビニエントフ ク
かご内アース コンセント

き 長機能

かご呼び し機能
専用運転切替機能
気 りアナウンス（ 常時の 国 対応）
オートアナウンス機能

予報 イム（かご 取 ）
予報 イム（のりば）

かご内 GMスピー 常 用スピー
・換気装置自動 止機能

生電力機能※15

遠隔監視メンテナンス用インターフ ース※16

故障時最 自動 装置
のりばドア 　　　　　（ス ークプルーフ）※1

かご内停電 （自動 電 ）

方

管制運転

保 機能

電源

セ ュリティ

サービス機能

ューマン・インター
フ ース機能

省エネル ー機能

その

1
3

かご
のりば
のりば
かご

き 長 タン
き 長 タン・ タン

かご呼び し タン
専用運転切替 タン

有　　　　　  　 　　　　　　基 本

　

様一
用 常用

フルハイト フ ースプレート
フルハイト ステンレス フ ースプレート（ アライン ・ イ レーシ ン ）
リターンパネル ステンレス フ ースプレート（ アライン ・ イ レーシ ン ）
デジタルインジケータ
大形 インジケータ

タン
クリ クタ タン※1

ステンレス クリ クタ タン※1

大形クリ クタ タン（ 6 ）※1

接 タン（センサー 込形）※1

常呼び タン応
発 タン

フ ースプレート（ 装 ）
ステンレス フ ースプレート（ アライン ・ イ レーシ ン ）
スタン ード
デラ クス

ビ 化 ※21

装
化 シート り

ステンレス （ アライン ・ イ レーシ ン ）
準サイズ（幅2 高さ ）

大形サイズ（幅2 高さ13 ）
ステンレス （ アライン ）
ステンレス （ イ レーシ ン ）

装
ビ 化 ※21

ステンレス アライン
アル

ステンレス
ビ タイル

長 シート
ムタイル（3 ）
準サイズ

フルハイト ラー（ステンレス 中 に設置）
2方向
3方向

ステンレス フ ースプレート・ げタイプ（ アライン ）
ステンレス フ ースプレート・ タイプ（ アライン ・ イ レーシ ン ）
デジタルインジケータ

インジケータ※25

込 三方枠 部設置 ※26

タン
クリ クタ タン※25

ステンレス クリ クタ タン※25

大形クリ クタ タン（ 6 ）※25

接 タン（センサー 込形）※25

枠

大枠

フラ ト ー※2

なし
装

ステンレス （ アライン ・ イ レーシ ン ）
化 シート り

装
ステンレス （ アライン ・ イ レーシ ン ）

化 シート り
準サイズ（幅2 高さ ）

大形サイズ（幅2 高さ13 ）
アル

ステンレス

T 11、 1 2
3 5 、G 5 1 、 5 5 、 5 6
3 6 、 3 、 3 、G 5 3 、 1 、 3

装
ステンレス （ アライン ・ イ レーシ ン ）

装
ステンレス （ アライン ・ イ レーシ ン ）
ステンレス （ アライン ）

・ ウイルス 工（ タン・ ・ステンレス 手すり・ ・ドアなど）
かご

インジケータ

タン

タンオプシ ン

形かご

（ ）

・ドア・

防 窓 きドア

リターンパネル

幅

しきい

※22

※23

手すり

ウエストパ ド※24

保 マ ト ・ウイルス抑制（「ルネ ト 」を使用）
保 マ ト・ マ ト

・ ウイルス 工（ タン・ ・ドア・三方枠など）
のりば

インジケータ

タン

ールランタン
三方枠

ドア

防 窓 きドア

しきい

かご

のりば

　

※2

ー
※1

※2

ー

用 常用
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安心の長期メンテナンスをご提供します。
弊社では、全国のパーツセンターとサービス拠点とを専用のオンラインで結び、データを一元管理。すべてのお客さ
まのエレベーターに関する基本データや過去の修理・部品交換履歴を活用し、長期にわたるメンテナンスをご提供し
ます。お客さまのエレベーターの部品供給期限は、適切な猶予期間をもって、事前にご案内させていただきます。

お客さまのエレベーターのバックアップ体制 〈24時間365日オールタイム〉

サービス情報センターでは、お客さまのエレベーターが安全に運行しているかどうか、遠隔で監視・点検し、状態を診断します。
また、万一お客さまがエレベーター内に閉じ込められた場合に、窓口となって対応いたします。

「いざ」という時の対応力にこそ差が出ます。
地震や停電など、不測の事態によるエレベーターの異常は、いつどんな形で発生するかわかりません。弊社では、サー
ビス情報センターで、お客さまの設備データを即座に確認。24時間、365日オールタイムのオンライン監視で、異常事態
の発生を感知し、専門技術者がすぐに出動できる体制を整えています。

お客さまの建物と弊社をクラウドコンピューティングで直接つなぎ、電力の「見える化」や「デマンド制御」「空調省
エネサービス」による節電や「運転支援」による設備機器の監視、スケジュール運転、故障対応など、お客さまの管
理業務をきめ細かにサポート。弊社ならではのビルファシリティサービスをお届けします。節電からビルのトータル
管理まで、建物のことならお気軽に弊社までご相談ください。

節電から設備機器の故障対応まで
価値あるビルファシリティをお届けします。

東芝エレベータのメンテナンス契約プラン

メンテナンスサービス

メーカーとして長年育んできた

フィールドエンジニア
24時間365日止めずにエレベーターを見守る

東芝遠隔監視メンテナンス

「人の力」と「最先端のIoT」が創る、私たちのメンテナンス技術。

東芝グループの知見を集中し、専門的な教育や技術
の研鑽、長年にわたり蓄積されたノウハウを伝承し
育まれたフィールドエンジニアと呼ばれる専門技術
者がお客さまの建物へ定期的に訪問し、昇降機の点
検、検査などを行います。

東芝遠隔監視メンテナンスはエレベーターを止める
頻度を大幅に削減、エレベーターの稼動状態を遠隔
監視・点検を行うシステムです。遠隔監視・診断データ
を収集することでタイムリーに点検整備が行え、IoTを
活用して部品の劣化傾向や寿命時期を分析し、予防
保全につなげます。

IoT人の力

遠隔監視装置

診断・
制御指令

計測データ

保全作業
故障復旧作業

データ収集、蓄積

出動指示

データ収集、蓄積

お客さまの建物とエレベーター

診断・計測データ
異常情報

サービス情報センターサービス情報センター

フィールドエンジニアフィールドエンジニア

The power of the
person

Internet of Things

サービス情報センターフィールドエンジニア

営業所 パーツセンター

出動指示
作業の進捗管理

部品の供給

部品などの
確認・手配

状況確認
情報発信

急行
現場対応

部品などの
確認・手配

お客さまのビルお客さまのビル

時代のニーズに応え、最新技術を取り入れ進化を続ける昇降機。構成パーツは数千におよび、センサーや計測器が設
置されています。最適なメンテナンスを行うためには、劣化状況を正確に把握できるテクノロジーの力が重要です。長
年培ってきた人の力と東芝グループが誇る最先端のテクノロジーを融合させた高度なメンテナンス技術によって、毎日
の安全・安心を支えています。

停電時のエレベーターへの電源供給はもちろんのこと、夏場の電力不足対策や契約電力
量抑制にも効果的な運用が可能です。また手動で電動ポンプなどに切り替えて使用するこ
とも可能です。

リチウムイオン蓄電システム

遠隔監視 技術情報 作業管理 部品管理

● 部品寿命分析 ● 故障傾向分析分析機能

データベース

機器・装置の点検、清掃、給油、調整などをお引き受け
する契約です。部品交換や修理工事などを要する場合
は、その都度ご発注いただくことになります。

POG [パーツ・オイル・グリース契約]

点検・調整および部品交換などエレベーターを良好な状
態に維持するために必要なメンテナンスを契約料金の
範囲内で行います。ロープなど高額部品の取替えも月々
の契約料金内に含んでいるため、特別に予算をとる必要
がありません。

FM [フル・メンテナンス契約]

※POGとは、パーツ（Parts）、オイル（Oil）、グリース（Grease）の略称です。※FMとは、フル・メンテナンス（Full Maintenance）の略称です。

 お客さまのエレベーターに最適なサービスを提供します。

エレベーターは、建築基準法第１２条3項によって、定期検査を実施し、その結果を所轄行政庁へ報告することが義務づけられています。また、国土交通
省発行の「昇降機の適切な維持管理に関する指針」第二章、第1の1では、「所有者は、自ら適切に保守・点検を行う場合を除き、保守点検契約に基づき、
昇降機の使用頻度等に応じて、定期的に、保守・点検を保守・点検業者に行わせるものとする。」としています。
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安全・安心な毎日のために

リニューアル

61 62

お客さまに最適なリニューアルプランをご提案
「動きが遅い」「乗り降りの際に段差ができる」「乗りごこちがよくない」など、さらに地震対策や停電対策などの災害対応、

福祉・対応防犯など、あらゆる悩みや問題を、ぜひ東芝エレベータにご相談ください。

制御
リニューアル

主に制御に関する機器の入替えを
行い、比較的短工期で完了します。

全撤去
リニューアル

すべてのエレベーター機器を撤去
し、最 新 のエレベ ーター に 全 交
換。全く新しいエレベーターに生
まれ変わります。 

準撤去
リニューアル

のりば三方枠や昇降路内のレー
ルなど建物に埋設された機器を
活 かしな がら、最 新 のエレベ ー
ターにリニューアルします。 

建物を維持するためには、エレベーターのリニューアルが重要
建物を健全な状態に維持管理し、大切な資産価値を守り、高めるためには、法改正に対応した安全機能の整備、意匠のリ
フレッシュなどを検討してみてはいかがでしょう。

「LC評価、長期修繕計画、診断、資産評価、ERのための建築物のライフサイクルマネジメント用データ集（第1版）」
（公益社団法人ロングライフビル推進協会）を参考にしています。

0年築年数 5年 10年 15年 20年 25年 30年

外部

内部 壁・床・天井

屋根

外壁

電気設備 変電設備・
自家用発電

給水設備

排水設備

空調設備

消防設備・消火設備

エレベーター リニューアル推奨期間

エレベーターのリニューアルは、竣工後20~30年がおすすめ
建物設備のリニューアルといえば外壁や電気、空調などがありますが、エレベーターにも耐用年数があり、定期的なメンテ
ナンスをしていても、経年劣化による性能限界をむかえます。また、部品の製造、供給が止まり、修理や復旧に支障をきたす
ことがありますので、竣工後20~30年経ちましたら、エレベーターのリニューアルをおすすめします。

一般社団法人日本エレベーター協会の資料を参考にしています。

エレベーターの経年劣化と性能限界

初期性能

10年5年 15年0年 20年 25年 30年

法定償却耐用年数（17年）

主要装置平均耐用年数（20年）

部品劣化

部品供給期間

修理による回復

部品供給終了

リニューアル推奨レベル

リニューアル
実施

リニューアルで
機能・性能が
回復、向上

東芝エレベータのリニューアルはメンテナンスだけでは解決できない多様なニーズにお応えし、より付加価値の高
いエレベーターへと再生させます。

中低速エレベーター 高速エレベーター

（イメージ図）

●中低速マシンルームレスエレベーターへのリニューアルは全撤去または準撤去リニューアルのみとなります。 

●＋● 全撤去リニューアル交換用品　　● 準撤去リニューアル交換用品　● 制御リニューアル交換用品　　
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の に て 時、 時に 配 ま 。
お

お さ
お 積り・ご 会に際しては、

の をお らせください。

1 建物 ならびに建設地 所
2 ご の機 ならびに 数
3 停止 数
4 の高さ
5 電源電 と 数
6 ご の 期

ご不 な点等がご いましたら、弊社 業
が いますのでお気軽にお し けください。

事業所

フィールド研修センター

中事業所

フィールド研修セン
ターには昇降機や
建物設備を守るた
めの教育や実 設
備をはじめ、お客さ
まに東芝エレベー
タの 品やサービ
スを見て、体感いた
だける施設です。

路工場では、エス レーターの
発や設計を行っています。

路工場

事業所では、昇降機の
の実施と を

行っています。

中事業所では、研 発を行い、専門技術者に対し
て、技術 、そして品 保 のサポートを行っています。

パーツセンターでは、万一の不
合時にも 速に対応して、部品の
供給を行います。

本社パーツセンター

全国ネ ト ーク 除 工事

 サービス情報 ンター
 業 、サービスステーシ ン
 本社 ー ンター
 支社 ー ンター

本社・全 支社 に ー ンター14 、
業 ・サービスステーシ ン約230

日本サービス情報 ンター

東日本サービス情報 ンター

●最 エレベーター ールへ 部 などで行ける 路を確保してください。
●昇降路および機 内の 度は5 4 、 度は月 、日 5 、

結、結 しないようにしてください。
●昇降路および機 は有 スや だしい などが入らないようにしてください。
●昇降路および機 、出入口は に直接さらされたり、 分の を受けないようにしてください。
●昇降路および出入口に直 日 が たらないようにしてください。

機器・ 用機器・コンピューター機器などの電源とエレベーター用動力電源の電源
の分 工事をお いします。
電源電 の変動は、エレベーター受電端 において動力用は 1 内、電 不 を5

内、 用は 5 内に保つようにしてください。

●昇降路ならびに機 に の用 の 管・ クト等が 出しないように います。
● 工事用 場 所ならびに 料、 工事用機 の保管場所を います。
● 工事用電源ならびに 運転用調整時の動力電源等を 支給 います。
● 設 重機、重機、 入運 用 を います。
●昇降路内へ 防止・止 対策 います。
●エレベーターを工事用に使用される場合、別 ご契約ください。
※確認 手続きに関わる 用は、法定手続きのためお客 となります。（ 機関により 用が異なる

ためご確認 います。）
※工事用使用（適用事業）手続きに関わる 基準監 への 提出、 成検査 用 収入 は、法定手続

きのため事業者による提出、 用 となります。

の 工事はエレベーター工事に含まれませんので、別 施工くださるようお いします。
外工

分 工 内
マシンルームレス マシンルームレス機 あり 機 あり

乗用エレベーター 常用エレベーター
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降 の築造・ の耐火 理工 なら に のりば出 壁 あけ工 。 体 差が30
上（オーバー ッ 法の 差は20 上）の の 正工 。
降 部への天井フック、またはトロリービーム設置工 。

中間ビーム、 ビーム、 ビーム設置工 。
造・ C 造の 降 における イ レール支持・ 定用ファスナー、レール支持 およ イン

サート、プレートの設置工 。
ット内防水 上工 。（ 要に応 て排水設備工 を む）
ットが い の し工 。
ット さが3 を える の ット 検用出 の設置工 。
設さ たエレベーターの ットに段差がある の間 切り工 。
ット を 用する の 重スラ 、 おもり の 部 壁工 。

のある の 降 出 設置工 。
造・ C 造ののりばにおける出 用品 付 およ 定用インサート、プレートの設置工 。

のりば出 のしきい 付用床 き み、しきい け床持ち出し工 およ しきい 付後の ルタル 工 。
のりば 、インジ ータ と壁間の ルタルまたはロックウール 工 。
のりば出 用品 付後の壁なら に床その の 上工 。

のりばの 経 示 の設置工 。
機 の築造・耐火 理工 なら に 出 設置工 。（防 対策工 を む）
出 は 900 高さ2 000 上の 法で施 装置付きの 製（自動 ）としてください。
機 への天井フック、またはトロリービーム設置工 。
機 床の あけ工 。
マシンビーム なら にス ーサーの設置工 。
機 床 管後のシン ンクリート 設工 およ 防 装 上 。
機 に る 段の設置工 。けあ 230 、 150 上でか すり（ 壁がある は
950 上、ない は1 100 上）付き 段としてください。

なら に ラリ設置工 。
経 の 保、段差解消なら に 用 設 、 後の復旧工 。

降 内建築工 設床用（水平 生）の 、デッ プレートなどの 工 。
エレベーター工 工 までの のりば出 部の 生作業。

降 内の ・ 動が に しない 置およ 体 造工 。（防 ・防 工 など）
エレベーター 電 までの動力用電 ・ 用電 ・ 地 の ・ 上工 およ 一 への 工 。

降 外のインター ン、監視 、異なる 降 を持 管理エレベーター（対 置 ） の 管・ 工 。 常
その 要な 管・ 工 なら に ・ 上工 。監視 を設置する の監視 までの電 工 。

機 設備工 。（ 常 む）
機 の 気設備工 または空調設備工 。（機 の は5 上40 となるようにご ください）
機 の 常電 付き機 気設備工 。

降 内の が40 を える の 気設備工 または空調設備工 。
エレベーター遠隔監視用 管 工 。（電 中 からエレベーター 電 までの 管・
工 なら に ・ 上工 ）
機 なら に ット内 検用 ン ント設備工 。

のりば ア  （ス ークプルーフ）を設置する の建屋火災報 の供給。
火災時管制 をご 用の の火災報 の支給。
自家発時管制 をご 用の の 電、自家発電 用 の支給。
自家発時管制 をご 用の の自家発電 のエレベーター 電 までの 工 。

降 の 常電 付き 気設備工 。
エレベーター 電 までの自家発電 の 工 。

降 部または機 の 器およ 検 （施 装置付）設置工 。

建 築 工
降 ・

の り ば

建 築 工
機

建 築 工
そ の

設 備 工

時に 配 ま 。  

時に 配 ま 。  
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